
環境心理生理運営委員会 2009 年度第 5回 

議事録案 

 

日時：2010 年 3月 16日 17:30～19:30 

場所：建築学会 会議室（３０５） 

出席者：主査 大井尚行 

    幹事 秋田剛 槙究 

    委員 （讃井純一郎）西名大作（小島隆矢）大野隆造（中村芳樹） 

       （山中俊夫）（松原斎樹）宗方淳（渡辺秀俊）  かっこは欠席を示す 

議事 

 議事録確認 2009 年度第 4回（2009 年 11 月 18 日） 

 

報告事項 

(1) 環境工学本委員会 

□報告事項 

（１）学術推進委員会拡大幹事会報告 

（２）2010 年度大会 研究協議会 研究懇談会 それぞれ WGが設置された 

（３）細々分類検討 WG 

 光環境の佐藤主査と相談。現状では大きな問題はないとの認識を報告。 

 分野の重なり、分類数、並び順などを 2011 年度大会に向けて検討。 

□審議事項 

（１）2010 年度大会 OS申し込み・審査 

（２）各種委員会委員推薦 

 論文集、技術報告集の査読員：環境心理生理運営委員会は交替なし 

 司法支援建築会議会員候補者：50-65 歳の人（音、湿気が多い） 

（３）シンポジウム実施報告、実施計画 

 環境心理生理チュートリアル、建築空間における感覚・知覚心理シンポジウム 

 設備のシンポ（参加者 142 名）が参考になる：他分野の内容を取り込む 

（５）建築年報「建築界の動向と展望」執筆 環境工学は４ページ 

(6)アカデミック・スタンダードについて 

「アカデミック・スタンダード」の名称を廃止していくことは確定 

現在のアカスタ小委の名称変更と，各運営委員会や刊行委員会に今後できる小委員会・WGの名称

の方針について現アカスタ小委で検討中 

（７）本委員会開催数 

 年６回→年５回開催：１月と３月をまとめて２月に開催 主査交代を年内に 

 ７月のみ、支部不参加としてはどうか→５月までの継続審議 

（８）運営委員会自己評価 次回、意見交換 

（９）メールマガジン掲載依頼 

 細分類に関する意見募集を４月大会締め切り後に流す 

 人事異動内示  大野さん→出版管理部門へ 大野さん後任→酒井さん 

  酒井さんの後任→森田さん？ 

(2) 運営委員会主査よりの報告 



 委員会ホームページ ひとまず大井主査が作成したものが公開されている 

  オーガナイズドセッションやシンポジウムの報告を加えていければ 

(3) 小委員会活動報告 

 ヒューマナイジング小委員会：3/25（木）18:00～ 

  高齢者住宅をテーマに、宇治川・古賀氏の報告「コジカラ村」 

(4) その他 

審議事項 

(1) 来年度運営委員会 

 運営委員会委員の確認 

  2009 年度 12 名（13 名でスタート：宇治川氏の分が-1）：当面、現状維持 

  推薦は随時受け付ける 

 小委員会委員の追加 

  感覚・知覚心理小委員会の増員（竹村さん）→運営委員会として承認 

 来年度旅費の運営委員会内配分案について 363,000 円（前年比-26,000 円） 

 環境心理生理運営委員会：   136,000 円（前年比-10,000 円） 

 ヒューマナイジング小委員会：  10,000 円 

 感覚・知覚心理小委員会：   142,000 円（前年比-8,000 円） 

 環境心理小委員会：       75,000 円（前年比-8,000 円） 

 →承認  来年度の融通（配分調整）については、今年度より早め、12 月くらいに情報提供 

(2) 2010 年度大会プログラム編成会議への参加者について 

 3/19 報告締め切り 

 4/27 10:00-の調整：宗方 

 4/27 13:00-のプログラム編成：宗方、槙、秋田（＋辻村、佐野、古賀、高橋正樹氏に秋田幹事

が声を掛ける）  最近は 40～60報程度 

(3) シンポジウム等企画について 

 建築空間における感覚・知覚心理シンポジウム（第８回） 

  「省エネルギー人間学のすすめ 環境心理はエコ社会に貢献できるか？」2010年 6月 5日（土） 

 感覚・知覚シンポ第７回企画を第 9回として東京開催 

  感覚・知覚心理小委員会で検討→５月の本委員会に掛ける 開催するとすれば 11月頃？ 

 第２回環境心理ワークショップ 

  2010 年 9月 11日～12日?  プログラム編成終了後に、日程決定 

 第 10 回環境心理生理チュートリアル 2010 年 9月下旬 

 計画系との合同企画  複数大学院の学生に発表させる合同ゼミを検討している 

(4) 環境心理生理関係の刊行物進捗状況と企画 

 学術用語集：山田先生がチェックしたものを執筆者が再チェックの予定 

 尺度ハンドブック：今月末に脱稿との小島主査のコメントを紹介 

 今後、チュートリアルの内容を出版、感覚・知覚心理の内容を出版ということも考えられる 

(5) その他 

2010 年度、運営委員会開催予定 

 2009 年度と同様（本委員会開催日の夕方） 

 5/14（金）、7/29（木）、9/27（月）、11/18（木）、2/21（月） 

 各日、17:00～ 


